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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
　

　
ン
ト
と
は
？
　

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
と
は
、

「
市
が
計
画
な
ど
を
策
定
す
る

際
に
、
あ
ら
か
じ
め
そ
の
案
を

公
表
し
、
そ
れ
に
対
し
て
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
提
出
さ
れ
た
意

見
を
考
慮
し
て
最
終
的
に
決
定

す
る
。
ま
た
、
提
出
さ
れ
た
意

見
な
ど
の
概
要
と
そ
れ
に
対
す

る
市
の
考
え
を
公
表
す
る
」
と

い
う
一
連
の
手
続
き
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

興
日
光
市
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
の
指
針（
原

案
）

　
市
民
と
市
の
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、協
働

に
よ
る
事
業
の
基
本
的
な
考
え

方
や
進
め
方
な
ど
を
体
系
化
し

た
指
針
で
す
。

胸
公
表
資
料

　
日
光
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
の
指
針（
原
案
）

胸
資
料
の
閲
覧
場
所
お
よ
び
開

設
時
間

焔
地
域
振
興
課（
第
３
庁
舎
２

階
）

焔
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー（
本
庁

　
舎
２
階
）

焔
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
・

支
所
・
出
張
所

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
日
の
午
前
８
時
　
分
〜
午

３０

後
５
時
　
分
１５

焔
各
公
民
館
・
図
書
館

焔
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

※
各
施
設
の
開
設
日
・
開
設
時

間
焔
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

胸
意
見
を
提
出
で
き
る
方

焔
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
・

在
学
し
て
い
る
方

焔
市
内
に
事
務
所
・
事
業
所
の

あ
る
個
人
・
法
人
・
団
体

焔
当
該
案
件
に
利
害
関
係
の
あ

る
個
人
・
法
人
・
団
体

胸
意
見
の
提
出
方
法

　
意
見
・
住
所
・
氏
名
・
電

話

番
号
を
明
記
し
、
持
参
・
郵

送
・
Ｆ

Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
・
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
提
出
フ
ォ
ー
ム

の
い
ず
れ
か
で
提
出
す
る
。

※
持
参
の
場
合
は
、
閲
覧
場
所

の
各
施
設
へ
も
提
出
で
き
ま

す
。

※
提
出
の
様
式
は
自
由
で
す
が
、

専
用
の
用
紙
が
各
閲
覧
場
所

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

胸
資
料
の
閲
覧
お
よ
び
意
見
の

提
出
期
間

　
５
月
１
日（
水
）〜
　
日（
水
）

１５

必
着

胸
提
出
意
見
の
取
り
扱
い

焔
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
意
見

は
、
指
針
策
定
の
参
考
と
し

ま
す
。
ま
た
、
内
容
ご
と
に

整
理
・
分
類
し
、
そ
れ
に
対

す
る
市
の
考
え
と
と
も
に
後

日
公
表
し
ま
す
。
 

焔
個
々
の
意
見
に
対
し
て
、
直

接
、
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ

ん
。

焔
意
見
募
集
結
果
の
公
表
の
際

に
は
、
意
見
の
内
容
以
外

（
住
所
・
氏
名
な
ど
）は
公
表

し
ま
せ
ん
。

担
当
部
署（
提
出
先
）及
び
く
わ

し
く
は

〒
　
‐
１
２
９
２
　
今
市
本
町

３２１
１
番
地

地
域
振
興
課
　市
民
協
働
推
進

係緯（
　
）５
１
４
７

２１

胃（
　
）５
１
０
９

２１

メ
ー
ル
　chiiki-shinko

u@c
ity.

nikko.lg.jp

５ ２０１３年５月号

も
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
広
く

伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
光
ブ
ラ
ン
ド
認
定
審
査

委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま

す
鎧

気
対
象
…
市
内
に
在
住
ま
た
は

　
勤
務
し
て
い
る
、
日
光
ブ
ラ

　
ン
ド
の
認
定
審
査
に
つ
い
て

　
関
心
が
あ
る
方

気
定
員
…
若
干
名

気
任
期
…
委
嘱
の
日
か
ら
平
成

　
　
年
３
月
　
日
ま
で

２８

３１

※
年
度
内
に
５
回
程
度
会
議
を

　
予
定

気
報
酬
…
会
議
１
回
に
つ
き
２
、

　
０
０
０
円

気
申
込
…
応
募
用
紙
に
記
入
し
、

　
５
月
　
日（
金
）ま
で
に
総
合

１０

　
政
策
課
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

※
応
募
用
紙
は
総
合
政
策
課
、

　
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
、

　
各
支
所
・
出
張
所
で
配
布
の

　
他
、
日
光
ブ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
 ジ（http://system

.nikk

o
brand.jp

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　
ド
で
き
ま
す
。

　く
わ
し
く
は

総
合
政
策
課

日
光
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
室
　

緯
 （
　
）５
１
３
１

２１

　
平
成
　
年
度
か
ら
、
日
光
ブ

２５

ラ
ン
ド
認
定
制
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　
世
界
遺
産
「
日
光
の
社
寺
」

と
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

「
奥
日
光
の
湿
原
」
は
、
条
約

に
基
づ
き
登
録
さ
れ
た
資
産
で

あ
り
、
世
界
共
通
の
価
値
が
あ

る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い

る
た
め
、
日
光
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
定
し
ま
し
た
。

日
光
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認

定
し
た
地
域
資
源

教
世
界
遺
産
「
日
光
の
社
寺
」

認
定
の
範
囲
…
日
光
山
内
に
あ

る
東
照
宮
や
輪
王
寺
、
二
荒
山

神
社
の
　
棟
の
建
造
物
群（
国

１０３

宝
９
棟
、
重
要
文
化
財
　
棟
）

９４

お
よ
び
こ
れ
ら
を
取
り
巻
く
遺

跡（
文
化
的
景
観
）　
・
８
　

５０

ha

教
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地

「
奥
日
光
の
湿
原
」

認
定
の
範
囲
…
湯
ノ
湖
　
・
３５

　
　
、
湯
川
　
　
、
戦
場
ヶ
原

７１
ha

５.３
ha

　
・
　
　
、
小
田
代
原
　
・
　
の

１７４

６８
ha

４４

ha

合
計
　
・
　
　

２６０

４１
ha

「
世
界
遺
産
条
約
」
と
は
？

　
地
球
上
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を

特
定
の
国
や
民
族
の
も
の
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
全
て

の
人
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な

い
「
宝
」
と
し
て
保
護
し
て
い

く
と
い
う

考
え
方
か

ら
、「
世

界
の
文
化

遺
産
お
よ

び
自
然
遺

産
の
保
護

に
関
す
る

条
約
」
が

生
ま
れ
ま

し
た
。

　
日
本
は
現
在
、
文
化
遺
産
　
、
１２

自
然
遺
産
４
の
合
計
　
の
世
界

１６

遺
産
を
有
し
て
お
り
、「
日
光

の
社
寺
」
は
平
成
　
年
に
、
日

１１

本
で
は
　
番
目
の
世
界
遺
産
と

１０

し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
」
と

は
？

　
正
式
に
は
「
特
に
水
鳥
の
生

息
地
と
し
て
国
際
的
に
重
要
な

湿
地
に
関
す
る
条
約
」
と
い
い

ま
す
。

　
破
壊
さ
れ
や
す
い
湿
地
の
保

全
を
各
国
が
進
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
条
約
で
す
。

　「
湿
地
」
と
は
、
湿
原
だ
け

で
な
く
湖
、
川
、
浅
い
海
、
田

な
ど
も
含
む
広
い
意
味
に
捉
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
に
は
　
の
登
録

４６

湿
地
が
あ
り
、「
奥
日
光
の
湿

原
」
は
平
成
　
年
に
登
録
さ
れ

１７

ま
し
た
。

世
界
遺
産
×
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
登
録
湿
地

　
こ
れ
ら
の
条
約
で
定
め
ら
れ

た
資
産
を
両
方
と
も
有
す
る
自

治
体
は
、
日
本
の
自
治
体
１
、

７
４
２
団
体（
平
成
　
年
１
月

２５

１
日
現
在
）の
中
で
も
、
日
光

市
、
廿
日
市
市（
広
島
県
）、
屋

久
島
町（
鹿
児
島
県
）、
那
覇
市

（
沖
縄
県
）の
四
つ
だ
け
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
貴
重
な
地
域
資

源
と
共
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
認
識
し
、
次
の

世
代
や
、
交
流
客
の
皆
さ
ん
に


